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校長通信

『校長通信』をお届けします
令和６年度が始まり，早くも２ヶ月が経過しました。

遅くなりましたが今年度も『校長通信』をお届けしま

す。生徒・保護者等を対象に，学校教育に関すること

や折々の校長室の話題を中心に紙面を構成していき

ます。どうぞよろしくお願いします。

『校長通信』の他に各式辞・講話等を，本校ホームページに掲載してい

きます。
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年度当初にあたり

本校では今年度も引き続き，「予測が困難な時代

を主体的に生き抜く力を持った生徒を育成する」こと

を重点目標に掲げ，単元シラバスに基づく，定期試験

を行わない学習指導と学習評価の改善に取り組ん

でいきます。

この教育効果を最大限に引き出すために，年度当

初において，私は次の二点を生徒の皆さんに訴えまし

た。

「脳に汗をかいているか？」

「自分のルーツに誇りを持て」

一番目については，体を動かせば汗が出てくるよう

に，脳に思いっきり汗をかかすくらい，じっくりと深く考

える時間を高校生として日常から持ってほしいという

ことです。日々の学習はもちろん，探究活動や自分の

将来について考える進路学習においても，必要に迫

られてやっつけ仕事で片付けるような学習をするので

はなく，各学年で「今」やらねばならないその時にしっ

かりと「脳に汗をかいて」ほしいということです。

二番目については読んで字の如く，「与論島にル

ーツを持つ自分に誇りを持て」ということです。「ルー

ツ」とは，自分や祖先が生まれ育った土地に対する感

情的な結びつき，心の拠り所みたいな感覚といっても

いいでしょう。この単語のもともとの意味は植物の「根

っこ」ですから，生徒の皆さんが本校を卒業して島立

ちした後，どこで生活をすることになっても，「根っこ」

は与論島にあるという意識を常に持つ大人に成長し

てほしいということなのです。他の地域とは明確に異

なる自然や文化が色濃く残る，一島に一校しかない

この与論高校でしか受けられない教育コンテンツをフ

ルに活用して，「日本人」というよりはむしろ「与論人」

としての自我を確立してほしいと思います。都会より

地方が，集団より個が何をするのかが問われる時代

になっています。そういう意味では，与論高校の生徒

には追い風が吹いているといってもいいでしょう。小

規模校であることを逆手にとり，大規模校の生徒が

経験できない，与論だからできること，与論でしかで

きないことを前のめりの姿勢で経験して，自分たちの

存在価値を高めてほしいのです。本校は生徒個々が

オンリーワンの存在になりやすい学校なのだというこ

とを忘れないでください。

いい学校とは

私は今年度で教師生活３４年目を迎えています。

甲南高校（４年），加世田高校（８年），大島高校（５

年），鶴丸高校（１０年），伊集院高校（２年），喜界高

校（２年・教頭），玉龍高校（２年・教頭）で勤務してき

ました。どの学校も本当にいい学校でした。しかし，一

口に「いい学校」といってもその定義は人それぞれか

もしれません。普通科の高校で大学等の上級学校へ

の進学を希望する生徒が大部分を占めていることを

考えると，「自分を次のステージに立たせるために生

徒が日々学業を怠らず，それを教員が全力でサポー

トし，生徒が希望進路を実現し満足して卒業していく

学校」と私なりには定義しています。そして，転勤のた

びに，着任したときよりもそのような生徒を一人でも

多くし，「より一層いい学校」にして転勤していくこと

が自分の責任だと言い聞かせてきました。この中で，

どの学校でも共通して言えることが一つ分かりまし

た。それは，

「結局，努力した生徒が望みを叶え，手を抜いた生

徒・サボった生徒は苦杯をなめる」

という単純な事実です。このことは，与論高校でも同

じであることを疑っておりません。「A高校に進学すれ
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ば将来は安泰」とか，「B高校に進学したら希望した

大学に行けない」なんてことは一切ないということで

す。どんな学校であろうと努力は必要で，その努力相

応の結果しか自分には帰って来ないということです。

うまくいかなかった生徒が，その結果を学校や周りの

環境のせいにするのも，残念ですが共通している傾

向です。そう考えているうちは絶対にその生徒は伸び

ません。「自分に努力が足りなかった」という事実を

受け入れて初めて，その生徒は成長の第一歩を踏み

出すことになります。以上のことから学校に優劣はな

いということです。県内最古の歴史と伝統を有する鶴

丸高校にも与論高校が劣っているなどとは私は微塵

も感じておりません。「この小さな島の子どもたちにも

高校教育を！」と与論高校設立に奔走された先人た

ちの御苦労を考えれば逆に，「負けてたまるか！」との

思いを強くするのです。

進学するということ
１年生は今後，文理選択を通して，自分の関心や

適性についてじっくりと考えていくことになると思いま

す。将来の職業をイメージして，そこから逆算して学部

・学科を決め，大学を絞り込んでいくことは一つの進

路学習です。しかし，大学に行く真の目的は，単に職

業に就くことだけではないということも覚えておいてほ

しいと思います。既に希望する職業が決まっていて，

専門学校を希望している人も，普通科の高校に在籍

して幅広い分野で学習している自分に，何か他に適

性はないのかを改めて考えてほしいと思います。

本来，大学という場所は専門学校とは違い，職業

選択に直結するような場所ではありません。もちろん，

医学部医学科を出れば医師，教育学部英語専攻を

出れば英語の先生というように，一部わかり易い学部

学科もありますが，経済学部や人文学部，工学部や

理学部を出たからといって，具体的にある職業に就く

ことを，入学前に明確に想像できる人はいないと思い

ます。

ここに面白い言葉があります。

「あの大学はいい大学なんだよな。だってあそこを

出ただけでは何にもならないんだから。」

これは第二次世界大戦中及び戦後，近衛文麿首

相のブレーンとして，その後の吉田茂首相の側近とし

て日本の政財界を支えた白洲次郎氏が，長男の東

京藝術大学合格の際に語ったと言われる言葉です。

芸術の世界は大学を出ていようがいまいが，本人の

努力とセンスがなければどうにもならない世界です。

自分の専門で抜きん出るには相当の覚悟と苦難が

伴うという意味の他に，自分の専門を学ぶ際の物の

見方を通して，如何に自分を世の中で輝かせること

ができるかを考え抜いて行動に移すことができれば，

将来大成できるのだと解釈することもできるのではな

いでしょうか。

藝大を卒業しただけで芸術家になって将来の見通

しがつくわけではありません。芸術というフレームを通

して社会に対し常にアンテナを張り，自分の専門を深

めながら将来，社会でどのような貢献ができるかを

考えなければならない。このことは，他の大学・学部・

学科でも当然必要な姿勢ではないかと思います。結

果，将来どんな職業に就くのかは後にならないとわか

らないのです。後にこの長男は東宝東和（映画会社）

の社長にまで登りつめます。ちなみに，白洲次郎氏本

人が英国ケンブリッジ大学で専攻したのは西洋中世

史だったそうです。歴史を研究しながら，まさか将来，

首相の側近として働く自分の姿を明確に想像してい

たはずはないと思います。

とかく，将来自分の役に立つと思われることだけを

効率よく，無駄を極限までそぎ落として勉強すること

が賢い学び方だという風潮が強い世の中になってし

まいました。残念でなりません。このような発想をする

人は，一見，無駄と思われるものの中に新たな気づき

や発見，感動があるということを知ることがきません。

高校で学ぶ対象も結局は同じことです。これらが将

来何の役に立つのかは，結局，後にならないとわから

ないのです。だからこそ，どの教科のどの授業も真摯

な姿勢で学び，探究活動などで点と点を結びつけて

いく学びが求められるのです。この与論高校が提供

するものを，選り好みをせず学んでいくことに楽しみを

見出せるようになれば，皆さんの将来もプラスの方向

に向かうことは間違いないでしょう。そういう姿はこれ

から高校生になる与論に住む後輩たちへの与論高

校の魅力発信にもつながるのです。

校長として，皆さんに自信を持って次の言葉を贈り

たいと思います。

「与論高校はいい高校なんだよな。だってここを出

ただけでは何にもならないんだから。」


